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現在、優れた光学的特性をはじめとした高付加価値眼内レンズが使用され始めておりますが、
それらによる術後のQOV の向上は、術者および患者さんにとってもIOL 選択の重要な
ファクターとなっています。
しかしながら中長期的な見地から考えた場合、これらの優れたレンズ性能を生かすために
は優れたレンズ材料でこそ初めて機能するものであり、最も基本的で且つ最も重要な問題で
あると考えます。
今回は眼内レンズの基本ともいえるこの原点に立ち返りたいと思います。

眼内レンズの材質特性および光学特性については、たいへんお詳しい永田豊文先生よりご紹介いただきます。
また、昨今のライフスタイルの変化により生活習慣病等による網膜・硝子体疾患の増加など、症例に応じたIOLの
選択も重要なファクターの一つとなっています。眼内レンズの光学的性能が如実に反映される網膜・硝子体手術に
おきましては、ご専門である井上 真先生よりご紹介いただきます。
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